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比庵佳境の会  

 

 

富士の山見ゆるところにをる人はあした夕べにたのしかるべし 

                       比庵八十九 

第１号、２０１４年６月１日 

ご
挨
拶 

比
庵
佳
境
の
会 

 

 
 
 

 
  
   

   
  
   

  

会
長 

清
水 

固 
 

「
比
庵
佳
境
の
会
」
の
皆
様
！ 

佳
境
の
会
会
報
第
一
号
発
行
に
あ
た
っ
て
一
言
御
挨
拶
い
た

し
ま
す
。 

一
月
下
旬
の
「
墨
の
美
術
館
」
で
の
比
庵
富
士
展
を
前
に
結

成
し
た
当
会
は
四
月
末
で
総
勢
七
十
人
に
な
り
ま
し
た
。
比
庵

富
士
展
は
い
わ
ゆ
る
比
庵
晴
れ
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
が
、
美
術

館
が
未
完
成
で
あ
っ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
皆
様
の
厚
い
サ
ポ
ー

ト
の
お
蔭
で
一
週
間
で
四
百
人
の
参
観
者
が
あ
り
、
盛
況
裏
に

終
了
で
き
ま
し
た
。
心
か
ら
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
順
調
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
「
比
庵
佳
境
の

会
」
で
す
が
、
今
後
は
①
作
品
展
の
参
加
及
び
開
催
②
比
庵
の

足
跡
を
訪
ね
る
企
画
③
広
報
発
行
な
ど
を
考
え
て
お
り
ま
す
。 

今
回
が
そ
の
広
報
の
第
一
号
で
す
が
、
次
の
よ
う
な
内
容
で
年

二
回
程
度
の
発
行
を
考
え
て
い
ま
す
の
で
ご
期
待
下
さ
い
。 

・
比
庵
の
足
跡
紹
介 

（
比
庵
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
抜
粋
な
ど
） 

・
実
施
さ
れ
た
行
事
や
最
新
の
ニ
ュ
ー
ス
紹
介 

・
計
画
さ
れ
て
い
る
行
事
案
内 

・
会
員
の
皆
様
の
寄
稿
募
集 

 

（
応
募
を
期
待
し
て
い
ま
す
。） 

 

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

第１号 ２０１４年６月 

横浜の自宅にて 

毎日佳境 八十一 比庵  昭和３８年（１９６３年） 
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比庵展の感想を絵手紙で 

 

墨
美
術
館
の
開
館
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
開
館
一
回
目
が
「
比
庵
富
士
展
」
と
い
う

こ
と
で
横
浜
の
地
で
比
庵
さ
ん
の
作
品
を
拝
見

す
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま

し
た
。
柔
ら
か
い
春
の
日
が
差
し
込
み
、
木
の

香
り
が
プ
ー
ン
と
す
る
清
々
し
い
中
で
の
比
庵

富
士
は
、
晴
々
と
し
て
み
ん
な
を
明
る
く
し
て

く
れ
ま
し
た
。
ま
さ
に
「
比
庵
晴
れ
」
の
一
日

で
し
た
。 

 

作
品
は
、
ど
れ
も
雄
大
で
懐
が
深
く
私
た
ち

を
包
ん
で
く
れ
ま
す
。
そ
ん
な
中
に
ど
こ
か
柔

ら
か
い
や
さ
し
い
色
が
見
え
て
あ
た
た
か
い
お

気
持
ち
を
感
じ
ま
し
た
。 

 

い
つ
も
作
品
の
前
に
立
つ
と
、
溌
剌
と
し
た

筆
遣
い
、
色
遣
い
を
身
近
に
感
じ
，
大
き
な
心

比
庵
展
を
見
て 

心
は
れ
晴
れ 

  
 

日
本
絵
手
紙
協
会
公
認
講
師 

   

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
生
涯
学
習
絵
手
紙 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

講
座
専
任
講
師 

 
                              

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

阿
部
祥
子 

 

 

 

の
息
使
い
ま
で
伝
わ
っ
て
き
て
、
豊
か
な
気
持

ち
に
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
比
庵
さ
ん
の
作
品
に

触
れ
る
こ
と
で
、
自
分
の
世
界
を
見
つ
め
る
こ

と
へ
の
模
索
に
な
り
ま
す
。 

 

絵
手
紙
を
趣
味
と
し
て
い
る
私
た
ち
に
と

っ
て
は
、
比
庵
さ
ん
は
絵
と
字
と
言
葉
の
三
つ

を
ハ
ガ
キ
に
か
く
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
く

だ
さ
っ
た
大
恩
人
で
す
。
未
熟
な
私
た
ち
で
す

が
こ
れ
か
ら
も
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 
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墨の美術館 

横
浜
青
葉
台
の
住
宅
街
の
一
角
に
、
小
さ
な

「
墨
の
美
術
館
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
永
年

住
み
慣
れ
た
自
宅
を
、
展
示
空
間
兼
コ
ミ
ュ
ニ
テ

イ
ー
の
場
と
し
て
活
用
で
き
れ
ば
と
思
い
改
築

し
た
も
の
で
す
。 

今
年
は
清
水
比
庵
生
誕
一
三
〇
年
を
迎
え
、

ま
た
、
富
士
山
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
の
を

機
に
、
二
〇
一
四
年
一
月
二
三
日
〜
二
九
日
の
日

程
で
、
「
墨
の
美
術
館
」
開
館
記
念
「
清
水
比
庵
・

富
士
展
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
展
覧
会
は
、

比
庵
が
生
前
に
叶
わ
な
か
っ
た
富
士
山
だ
け
の

展
示
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
故
郷
の
岡
山
県
高
梁

市
文
化
交
流
館
、
竹
喬
美
術
館
、
吉
備
路
文
学
館
、

ワ
コ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
や
、
普
段
は
見
る
こ
と
の

出
来
な
い
比
庵
コ
レ
ク
タ
ー
の
ご
協
力
を
頂
き
、

書
画
、
茶
碗
作
品
等
十
数
点
に
併
せ
、
比
庵
が
唯

一
制
作
を
ま
か
せ
た
窓
日
彫
り
の
座
卓
や
お
盆

も
展
示
し
ま
し
た
。 

 

美
術
館
の
完
成
が
遅
れ
建
築
半
ば
で
の
展
示

と
な
り
ま
し
た
が
、
比
庵
芸
術
を
身
近
に
鑑
賞
し

て
頂
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
遠
く
は
高
松
か

ら
、
震
災
で
福
島
か
ら
横
浜
に
移
住
し
て
い
る

方
、
そ
し
て
、
近
く
の
施
設
の
方
々
等
も
大
勢
来

館
下
さ
り
、
連
日
参
観
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。「
比

庵
佳
境
の
会
」
の
方
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
特
に
会
長
の
清
水
固
氏
（
比
庵
孫
）
に
よ

る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
が
好
評
で
、
比
庵
フ
ア
ン

を
多
い
に
喜
ば
せ
ま
し
た
。 

 

「
墨
の
美
術
館
」
の
建
築
は
、
二
〇
一
三
年
七

月
に
始
ま
り
ま
し
た
。
設
計
は
建
築
家
・
高
崎
正

治
先
生
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
先
生
は
世
界
的
に

活
躍
さ
れ
、
二
〇
一
四
年
の
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
の
招

待
作
家
で
す
。
二
〇
一
一
年
三
月
に
は
、
東
日
本

大
震
災
復
興
建
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
物
こ
そ
人
な

れ
」
こ
こ
ろ
シ
ェ
ル
タ
ー
を
立
ち
上
げ
、
日
常
生

活
で
大
自
然
や
精
神
世
界
と
向
き
合
い
、
生
き
る

原
点
を
見
つ
め
る
住
ま
い
を
、
原
発
二
三km

圏
周

辺
の
避
難
所
で
具
現
化
さ
れ
ま
し
た
。 

「
墨
の
美
術
館
」
に
は
狭
い
な
が
ら
、
茶
室
・

床
の
間
・
縁
側
・
中
庭
・
池
な
ど
が
あ
り
、
昔

か
ら
伝
わ
る
日
本
の
精
神
文
化
を
取
り
込
ん
だ

造
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
玄
関
を
入
る
と
心
柱

の
立
つ
「
墨
の
間
」
が
在
り
、
回
廊
を
回
り
な

が
ら
「
墨
の
座
」
「
茶
室
」
「
墨
の
室
」
へ
と

誘
わ
れ
ま
す
。
北
回
廊
か
ら
東
回
廊
に
出
た
所

で
躙
り
口
を
潜
り
茶
室
に
入
り
、
そ
こ
か
ら
、

光
と
風
を
取
り
込
ん
だ
ビ
オ
ト
ー
プ
の
上
に
あ

る
「
内
坪
堂
」
に
出
ま
す
。
建
築
は
全
て
宮
大

工
さ
ん
の
手
作
り
で
、
完
成
に
は
も
う
少
し
時

間
が
か
か
る
よ
う
で
す
。 

 

今
後
「
墨
の
美
術
館
」
は
、
比
庵
展
初
め
様
々

な
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
展
示
や
、
地
域
に
根
ざ
し

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
と
し
て
、
幅
広
く
活

用
し
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
御
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

開
館
記
念
に
清
水
比
庵
・

富
士
展
を
開
催 

 

 
 

館
長 

 

濱
﨑
道
子 

 

比庵富士展会場風景 

墨の美術館入り口 

中国武術健身協会の仲間と 

 

比
庵
先
生
と
の
関
わ
り
は
、
大
学
時
代

に
講
演
を
聴
く
こ
と
に
始
ま
り
、
比
庵
主

宰
の
短
歌
雑
誌
「
窓
日
」
に
入
会
、
比
庵

の
芸
術
境
に
傾
倒
す
る
。
比
庵
没
後
は
比

庵
長
女
・
明
子
様
の
ご
教
示
を
頂
き
な
が

ら
、
『
清
水
比
庵
歌
碑
拓
本
集
』
『
毎
日

佳
境
・
清
水
比
庵
窓
日
彫
拓
本
集
』
を
刊

行
、
拓
本
展
を
開
催
す
る
。
近
年
、
日
本

橋
・
小
津
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
青
梅
・
玉
堂
美

術
館
、
調
布
・
深
大
寺
で
の
「
清
水
比
庵

展
」
に
関
わ
っ
て
い
る
。 
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比
庵
の
晩
年 

 

清
水 

固 

 

 

私
は
今
年
八
十
二
歳
に
な
っ
た
が
、
祖
父
清
水
比

庵
の
八
十
歳
代
か
ら
の
生
き
様(

芸
術
活
動)

を
眺
め

て
み
る
と
我
が
身
と
の
格
差
が
あ
ま
り
に
も
大
き
い

こ
と
に
驚
嘆
し
て
い
る
昨
今
で
あ
る
。
多
く
の
人
は

人
生
の
ピ
ー
ク
は
最
晩
年
よ
り
若
い
時
期
だ
が
、
比

庵
は
晩
年
に
次
の
よ
う
な
新
し
い
事
を
始
め
て
お

り
、
そ
の
ピ
ー
ク
は
最
晩
年
の
九
十
歳
代
で
あ
っ
た
。 

一 

紅
を
も
て 

・
く
れ
な
ゐ
の
絵
具
を
多
く
持
ち
て
あ
り
く
れ
な
ゐ

を
も
て
老
い
を
描
く
と 

 

こ
れ
は
七
十
六
歳
の
新
年
詠
で
、「
今
年
の
抱
負
で

あ
り
自
分
の
老
い
の
解
釈
で
も
あ
る
」
と
書
い
て
い

る
。 八

十
七
歳
の
時
出
版
し
た
随
筆
集
に
は
「
紅
を
も

て
」
と
命
名
し
、
く
れ
な
い
を
入
れ
た
歌
や
く
れ
な
い

色
の
書
・
画
も
多
い
。 

・
年
明
け
て
八
十
八
歳
す
こ
や
か
に
柳
は
み
ど
り
花
は

く
れ
な
ゐ 

・
花
を
画
く
赤
き
が
よ
ろ
し
花
を
画
く
恋
を
え
が
く
が

如
く
な
る
べ
し 

・
生
れ
日
を
照
ら
し
て
花
の
天
地
と
く
れ
な
ゐ
比
庵
満

九
十
二
歳 

 

二 

作
品
に
制
作
年
令
を
付
記 

 
 

（
七
〇
代
半
ば
か
ら
） 

 

比
庵
は
佐
藤
一
斎
の
言
志
晩
録
・
三
学
戒
を
書
に
し

て
い
る
が
、
「
そ
の
言
葉
の
な
か
で
大
事
な
と
こ
ろ
は

老
い
て
衰
え
ず
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
益
々
勉
強
し

て
長
生
き
し
て
…
…
と
な
る
と
結
局
長
生
き
が
勝
負

と
い
う
事
に
な
る
」
と
書
い
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
比
庵
が
作
品
に
年
令
を
記

入
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

 

三 

富
士
山
の
画
は
八
十
歳
か
ら 

 
 

比
庵
は
有
名
な
邦
楽
家
に
勧
め
ら
れ
て
八
十
歳
か

ら
本
格
的
に
富
士
山
を
画
き
始
め
、
私
が
確
認
し
た
だ

け
で
五
十
点
以
上
あ
る
の
で
実
際
は
は
る
か
に
多
く

画
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。「
比
庵
富
士
」
と
し
て
「
比

庵
雀
」
と
共
に
有
名
で
人
気
が
高
い
。
各
地
で
開
催
さ

れ
た
比
庵
作
品
展
に
は
必
ず
比
庵
富
士
が
含
ま
れ
て

い
る
が
、
特
に
九
十
歳
代
の
も
の
が
多
く
、
「
く
れ
な

ゐ
比
庵
」
を
象
徴
す
る
赤
富
士
も
含
ま
れ
て
い
る
。 

比庵あれこれ 

浅
間
山 

真
赤
に
塗
り
し 

梅
原
の 

畫
を
見
て 

わ
れ
は 

こ
の
山
を 

恋
す 

 
 

八
十
一 

 

 
 
 
 

比
庵 

竹
や
ぶ
の 

中
に
て
鳴
け
る 

う
ぐ
ひ
す
の 

梅
の
枝
に
は 

い
ま
だ 

来
た
ら
ず 

 
 

 

比
庵 

 
 

 

九
十
三 

富
士
の
山 

見
ゆ
る 

と
こ
ろ
に 

を
る
人
は 

あ
し
た
夕
べ
に 

た
の
し
か
る
べ
し 

 
 
 

九
十 

 

 
 
 
 

比
庵 
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 四 

線
画
の
絵
手
紙
（
八
十
四
歳
か
ら
） 

 
 

比
庵
は
学
生
時
代
か
ら
絵
手
紙
を
多
く
画
い
て
い
る

が
、
八
十
四
歳
で
ミ
ロ
の
作
品
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
線
と
点

と
十
字
を
組
み
合
わ
せ
た
抽
象
画
を
絵
ハ
ガ
キ
に
画
き
始

め
た
。
線
は
動
、
点
は
静
、
十
字
は
迷
い
と
説
明
し
て
い

る
が
「
こ
れ
に
一
首
の
歌
を
題
す
る
こ
と
で
美
し
い
作
品

に
な
る
よ
う
な
気
が
す
る
」
と
書
い
て
い
る
。 

 

一
方
比
庵
の
日
常
生
活
は 

①
無
理
を
し
な
い 

・
年
よ
り
は
膚
は
よ
ほ
ど
若
し
と
ぞ
恋
も
出
世
も
無
理
を

せ
ざ
れ
ば 

②
毎
日
佳
境
を
モ
ッ
ト
ー 

③
あ
り
が
た
や
、
あ
り
が
た
や
で
過
ご
し
、
自
分
と
妻
の

墓
石
に
生
前
「
ま
ど
か
な
る
夢
を
む
す
ぶ
と
い
ふ
こ
と
の

い
か
に
ま
ど
け
き
も
の
に
あ
る
か
も
」
と
刻
し
て
い
る
通

り
、
理
想
的
な
「
ま
ど
か
な
る
老
い
の
人
生
」
を
送
っ
た

と
思
っ
て
い
る
。 

 

・
花
開
い
て
風
雨
多
し
人
老
い
て
楽
し
み
少
な
し
と
は
い
は
な

く
に 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

吉備路文学館外観 

こ
の
年
の
中
秋
無
月
朝
晴
れ
て 

大
き
く
沈
む
月
を
見
て
を
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

比
庵 

 
 
 

比
庵
佳
境
の
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

① 

岡
山
市
吉
備
路
文
学
館
の
比
庵
展 

② 

深
大
寺
訪
問 

一
〇
月
二
八
日
（
火
） 

隣
の
神

代
植
物
公
園
バ
ラ
園
め
ぐ
り
と
併
せ
て 

詳
細
は

会
報
２
号
に
記
載 

皆
様
の
ご
参
加
期
待 

③ 
日
光
小
杉
放
菴
美
術
館
で
放
庵
・
比
庵
展
二
七
年

一
月
一
日
〜
二
月
一
五
日 

④ 

書
道
藝
術
社
「
日
本
書
法
朱
夏
蒼
峰
号
」
に
比
庵

特
集 

追
記
：
比
庵
佳
境
の
会
会
員
で
二
六
年
度
会
費
未
納
の

方
は
下
記
に
納
入
お
願
い
し
ま
す
。 

一
口1

,0
00

円
（
複
数
口
歓
迎
） 

三
井
住
友
銀
行
鶴
見
支
店 

普
通70

6
15
58 

名
義
：
ク
ボ
タ
ノ
ブ
ユ
キ 

 

吉
備
路
文
学
館
に
て
特
別
展
「
清
水
比
庵
展
」
開
催 

二
〇
一
四
年
七
月
八
日
（
火
）
〜
一
〇
月
五
日
（
日
） 

期
間
中
の
七
月
一
三
日
（
日
）
一
三
時
三
〇
分
〜
一
五
時
に
清
水
固
氏

が
記
念
講
演
会
「
祖
父
・
比
庵
と
母
・
明
子
を
語
る
」
を
開
催
し
ま
す
。 

 

「
吉
備
路
文
学
館
」
は
、J

R

岡
山
駅
か
ら
北
へ
徒
歩
約
一
五
分
、
岡

山
市
の
閑
静
な
住
宅
街
に
位
置
し
て
い
る
文
学
博
物
館
で
す
。
吉
備
路

ゆ
か
り
の
文
学
者
の
著
書
、
原
稿
、
書
簡
な
ど
の
文
学
資
料
を
収
集
・

研
究
・
展
示
し
，
一
九
八
六
年
（
昭
和
六
一
年
）
秋
に
開
館
し
ま
し
た
。 

     

    

     比庵佳境の会 

会長 清水 固（清水比庵の孫） 

   〒247-0022 横浜市栄区庄戸３−５−１８ 

   TEL&FAX 045-893-8932 

事務局 村上信行 

  〒247-0022 横浜市栄区庄戸４−１５－４  

   TEL&FAX 045-894-5446 

 

清
水
固
氏
の
記
念
講
演

に
合
わ
せ
て
、
吉
備
路
文

学
館
を
訪
れ
る
旅
を
企

画
し
ま
す
。
参
加
ご
希
望

の
方
は
，
事
務
局
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

 

書
道
藝
術
社
「
日
本
書
法 

朱
夏
蒼
峰
号
」
（
六
月

中
旬
発
売
）
に
清
水
比
庵
生
誕
一
三
〇
年
特
集
を
掲

載
。 

 

比
庵
の
ふ
る
さ
と
吉
備
路
文
学
館
、
源
吉
兆
庵
美
術
館
、
小
杉
放

菴
記
念
日
光
美
術
館
そ
し
て
遠
山
記
念
館
な
ど
の
展
示
作
品
の
見
所

や
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
、
今
年
か
ら
明
年
に
か
け
て
比
庵
に
出
逢
う
美

術
館
へ
の
旅
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

 


